
（別紙３）

～ 令和７年　１月　３１日

（対象者数） １１人 （回答者数）
６人

～ 令和７年　１月　３１日

（対象者数） 5人 （回答者数）
２人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・他事業所の職員との交流を増やし、利用者支援および家族

支援の質の向上に努めていく。

2

・記録等を用いて日々の様子を共有し、利用者理解を深め、

新しい支援/活動への足がかりへとしていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・アセスメントをとっていき、余暇活動への対策やアイディ

アにつなげ、余暇活動に積極的に取り組んでいく。

2

3

○事業所名 十彩

○保護者評価実施期間
令和６年　１２月　１日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・余暇活動の充実化。 ・見通しが立ちにくいことから余暇活動を楽しめない利用者も

いる。また、興味の幅が狭い方も多く、余暇活動がワンパター

ンになりやすい。

・法人内に短期入所/生活介護/相談機関がある。 ・高校卒業後を見据え、生活介護で行っている活動の取り入れ。

・個別に合わせた支援が得意。 ・利用者に合わせた環境設定および支援プログラムの構築。

・法人内外の研修へ積極的に参加し、支援の質の向上を図って

いる。

事業所における自己評価総括表公表


